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　（別紙４（1））

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

所在地
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法人名 特定非営利活動法人いわい地域支援センター

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日

・ご入居者様を人生の先輩として尊敬し、毎日笑顔で接し、ご入居者様の思いを伝えやすい
雰囲気作りに心掛けてご支援しています。
・ご入居者様の「〇〇〇したい。」を応援し、毎日笑顔で地域の一員として生き生きと生活でき
るように心掛けてご支援しています。
・ご入居者様が自由に暮らせるよう一人ひとりに寄り添い、安心して生活していけるように心
掛けてご支援しています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
「グループホームなかがわ」は、旧一関市立中川小学校の校舎を活用して運営を行っている事業所である。小学校
の校舎として使用していた頃の「使用感」を出来る限り残し、温かみのある空間を作っている。事業所周辺では、地
元の過疎化もあり、地域との付き合い等には苦慮している様子が窺い知れるが、事業所が実施した「七夕コンサー
ト」（フルート・ピアノ等の演奏）の会の企画や、興田地区の文化祭への絵皿の出展などを行っている。近隣のお宅
や、商店には事業所の通信を配布し、情報の発信をしている。夏には、事業所敷地内（元小学校の校庭）に子供た
ちが遊びに来て遊んでいる姿を眺めている。小さなつながりの積み重ねを行い、事業所の存在を受け入れて頂け
るよう取り組みをしている。また、理念等にも掲げている利用者の「～したい」を応援をすることの取り組みとして、
「手を出し過ぎないケア」を実践している

基本情報リンク先

岩手県一関市大東町中川字中大畑９７番地１所在地

グループホームなかがわ

岩手県盛岡市本町通３－１９－１
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岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価および外部評価票 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

法人の理念の考え方を事業所職員で自分たちのケ
アに活かしやすくするために、表現をかみ砕いて理
念を示している。元となる考え方は、利用者の自立
支援と生活の質の向上、人権尊重と選択の保障、
良質なサービス提供であり、職員個々の帰宅時に
は一日の振り返りをする仕組み（自己点検）がある。

掲げている理念を職員それぞれが身近に感じ取り
組む事としており、帰宅時の自己点検の取り組みを
もとに、職員間で話し合いを持つなど、共有する機
会を設け、一層、実践に活きてくるような取り組みに
期待したい。

旧小学校の校舎を活用することで、地域では灯りが
つくようになり喜ばれている。近くのお店が閉店した
り、過疎化が進むなか、事業所として「七夕コンサー
ト」（フルート・ピアノ等の演奏）の際には、利用者と
一緒に隣近所にチラシを配布したり、地区文化祭に
は利用者作品の絵皿の出展を行っている。食生活
改善推進普及員によってかぼちゃハット作りや、婦
人会の訪問があり、歌などを歌いながら一緒に楽し
く過ごしている。

　見学の受入や相談にその都度対応しています。ま
た、職員研修会に他の居宅サービス事業所職員の
参加機会を設けたり、他のグループホーム研修会
に講師として職員を派遣したりしています。

運営推進会議の構成員である民生委員の協力を頂
き、恵方巻きの長さに挑戦する企画を行った。行政
区長の配慮もあり、公民館だよりも届けられるように
なり情報が得られている。会議では、テーマを設け
ながら出された意見を活かす取り組みを行ってい
る。小さなつながりの積み重ねを行い、事業所の存
在を受け入れて頂けるよう取り組みをしている。

支所の担当者は、運営推進会議の構成員であるの
で、制度上の解釈、運用についても話し合い確認し
ている。各種手続き等連携を図りながら協力関係を
築いている。３年前ほど前から市の広報も頂くように
なった。

　２ヶ月に１回開催しています。
　生活の様子を報告し、意見・助言・要望等をいただ
き、毎回職員会議に会議結果を報告しサービスの
向上に活かしています。
　構成員の方には地元の夏祭りや文化祭の情報提
供や助言をいただいています。

　市との連携は、運営推進会議に参加していただ
き、サービスの取り組み方などへの助言をいただい
たり、ご入居者様の生活の様子を報告しています。
市の広報をご入居者様用に毎月届けていただいて
おります。また、基本情報の提供や困難ケースの相
談、各種手続きなどのご指導をいただいておりま
す。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

　理念の共有を図るため玄関・談話室に掲示すると
ともに、出勤時に各自読み上げて、退勤時のはタイ
ムカードに実践できたかをチェックして共有の確認を
行っています。

　運営推進会議に地域住民の代表者に出席いただ
き情報交換を行ったり、地区内で開催されるお不動
様の縁日や夏祭り、文化祭などのイベントに参加さ
せていただきました。地域の皆様から野菜や花卉を
いただいたり、地区内の福祉施設間の交流の場も
提供でき、ボランティアの受入も行いました。日常的
に買い物や床屋などを近隣のお店を利用していま
す。

2/11 公益財団法人いきいき岩手支援財団



岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

利用者で１００歳になる方のお祝いを家族の要望が
あり事業所で実施した。当初はホーム主体で考えて
いたが、要望に沿えるよう、家族（15名位参加）主導
により企画し大いに盛り上がった。職員が心がけて
いる事は、訪問しやすいよう雰囲気づくりに努め、挨
拶は積極的にこちらからするように、そして事業所
に少しでも長くゆっくり居てもらえるように知恵を出し
合いながら取り組みをしている。

　身体拘束は行っていません。
　法人として２５年１０月１日「身体拘束・虐待廃止宣
言」を行い、事業所内に掲示するとともに、あらゆる
場面で身体拘束を行わないことを職員会議及び職
員研修会で周知しています。
　施錠も日中は、行っていませんが、夜間のみ防犯
のため施錠しています。
　安全に歩行ができるよう支援するため、人感セン
サーを使用して素早く察知できるようにしています
が、センサーで行動が制限されないように職員間で
注意しています。

昨年3月、法人全体でスピーチロックを中心とした研
修会を実施した。ふらつきのある利用者（４名程）が
いるので、居室のベットの下にセンサーを置いてい
る。言葉遣いも気になることがあればその場で注意
し合っている。インフルエンザにかかった利用者へ
の関わりとして、隔離や、抑制することなく、蔓延防
止に努めた。カテーテル使用の方にも、本人の目に
触れないよう、又、行動を遮る事のないよう創意工
夫されている。

　「成年後見制度」「日常生活支援事業のごあんな
い」などの冊子を職員に配布するととも職員研修会
で周知していますが、活用されるまでには至ってい
ません。

　虐待をおこなっていません。
　法人として２５年１０月１日「身体拘束・虐待廃止宣
言」を行い、事業所内に掲示するとともに、虐待を職
場では起こさないように職員会議及び職員研修会
で周知徹底を図るとともに、防止に努めています。

　契約書及び重要事項説明書をもって説明をし、質
問や疑問、要望をお聞きしています。その上で理
解・納得をいただいています。

　玄関に意見・要望を記入できる用紙を設置してい
ます。また、敬老会の際に個別面談の機会を設けま
した。ご家族様の面会時には生活の様子をお伝え
するとともに、ご家族様からご要望、ご意見を伺って
います。その結果は、広報に掲載したり、職員会議
で報告、周知し迅速に対応するようしています。
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岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

　職員全員が、毎月の行事担当を持ち回りで担当す
ることにし、自主的に行事に取り組めるようにした。
伝講研修会や理事長が講話するなど研修会を行っ
たり、個々のケアの実際と力量に応じ、法人外の研
修を受ける機会を確保しています。

　岩手県認知症高齢者グループホーム協会両磐ブ
ロックの事務局を引受け、積極的の同業者との交流
を推進しています。また、研修会等に出席し他施設
と交流の機会を作ったり、他のグループホームの研
修会に職員を派遣したり、ご入居者様の福祉施設
間交流会を開催した際に職員間の交流も行い、そ
の際の意見や感想を職員で共有し、サービスに活
用しています。

　管理者を通して代表者へ状況報告をしています。
　定期昇給を実施したり職場環境の整備や必要な
環境整備に努めています。
　また、８月に職員の自己達成目標計画等の調査を
行い個々の職員の意向の把握に努めたり、休憩時
間を確実にとれるようにするなど、職員が働きやす
い環境作りに努めています。

職員も意見等を言える関係が作られている。業務の
組み立て（一日の過ごし方等）の再考や、必要物品
（調理器具等）の購入、共有空間にテレビを追加購
入したりと、役職員の現場の声を聞く仕組みが出来
ている。

　職員からの意見や提案を管理者を通して代表者
に報告・相談し、改善できるものは早急に改善する
よう努めています。
　また、不定期で全員による職員会議を開催した
り、必要に応じて出勤者による職員会議を開催し、
速やかに職員の意見を反映できるようにしていま
す。
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岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

　花壇作りや畑仕事、料理、習わし、季節の行事な
ど人生の先輩として知恵やアドバイスをいただいて
います。
　ご入居者様一人ひとりの出来るところを見つけて
家事を行っていただいています。
　家事や作業などで支えられている部分が多々あり
ます。

　毎月発行する広報や送付する文書を通じて生活
の様子を伝えたり、情報交換を行いながら家族状況
を考慮し、行事に参加していただいたりして絆を維
持できるよう、また、通院や外出などご家族様の役
割も担っていただきご入居者様を共に支えるように
努めています。

　買い物や美容院など今まで行っていたお店に行っ
たり、かかりつけ医もできるだけ以前からかかりつ
け医に行くなど、以前からの知り合いなどと交流で
きる機会を作るように配慮しています。

　入居前にご入居申込者様やご家族様に施設を見
学していただいたり、要望や不安なことなどをお聞き
しています。
　ご家族様やご利用している事業所から情報を提供
していただき、安心してご入居できるよう努めていま
す。

　ご家族様に見学の際には施設のサービス内容を
説明しながら要望・質問に応えて、ご入居までの時
間を充分とり、不安が軽減できるよう配慮していま
す。

　ご入居者様やご家族様の希望をお聞きするととも
に、ＡＤＬの状態を把握し、必要とする支援を知るよ
う努めています。
　医療ニーズの高いご入居者様には、通院介助した
り、医療連携による訪問看護の利用を図っていま
す。

美容院や、床屋は、事業所でするのとは雰囲気が
違うので、楽しんでもらえるよう利用者の行きつけの
お店に出かけている。パーマをかけられる方もい
る。利用者のお友達や、近所の婦人会の方々も訪
問されている。一人ひとりの生活習慣や、背景が
様々であり、情報収集しながら、継続支援に努めた
いとしている。

　ご入居者様同士の関係について職員間で情報を
共有し、座席の工夫や余暇活動を通して交流が持
てるよう支援しています。
　また、職員が間に入りトラブルを回避したり、孤立
することなく友好な関係が築けるよう努めています。
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岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

　居室担当制を導入し職員は、日常会話を通じて意
向・希望を把握できるよう努めています。
　また、担当職員は、ご入居者様とのかかわりの中
で、意向を把握し、カンファレンス時に情報交換し、
サービスに反映させています。

　ご入居者者様やご家族様より生活スタイルをお聴
きしたり、混乱することなく生活できるように努めて
います。

　一人ひとりの２４時間シートを作成。介護記録、連
絡ノートを活用し現状の把握に努めるとともにカン
ファレンス時に職員が情報を共有できるようにして
います。

　日頃のご入居者様との会話の中やご家族との面
談の中で意向を話し合ったり、居室担当職員は問
題点や希望などカンファレンス時に話し合い、介護
計画に反映させるとともに、ケアプランに基づくケア
に取り組んでいます。

　退所する際に、家族の相談、事業所への連絡・調
整を行いながら、いつでも相談に応じています。

24時間シートを活用し、利用者の行動や気持ちの変
化、意向など日常生活の関わりの中での情報等は
モニタリングにも活かされている。利用者の発する
言葉は、細かい事でも書きとめるようにしている。
（例：肉が食べたい、室根に行きたい、渓鼻渓に行き
たい、漫画が読みたいなど）

　個別介護記録と連絡ノートで日々の様子や気づき
などを職員間で情報を共有し、支援しています。

　ご入居者様はもとよりご家族様もご入居者様を取
り巻く環境要因の重要な一つと考え、それぞれの状
況の変化に応じて、ご入居者様、ご家族様の要望を
お聞きし、管理者の判断や連絡ノートの活用、カン
ファレンス等を通じてサービスの提供や変更を職員
間で共有しながら行っています。

サービス担当者会議を開催し、関係者による話を必
要に応じて実施しケアプランに活かしている。例え
ば100歳の利用者の家族からは、本人の好きなよう
に生活をさせて欲しいという要望で、外出が生きが
いなので、本人の意向と体調を考慮しながら家族の
協力を得て介護計画を作成している。
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岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

　地域の食生活改善推進委員や婦人会の皆様にボ
ランティアとしてお出でいただき交流の場を設けた
り、地域のイベント（お不動様の縁日、夏祭り、地区
文化祭）に参加したりして、地域の一員として生活を
送っていると思えるよう支援をしています。

　ご入居者様の希望されるかかりつけ医に受診して
います。かかりつけ医が変更になる際は、ご入居者
様とご家族様が納得の上で変更されています。
　受診の際には、職員対応を原則とし、ご協力を得
られるご家族には経過報告を記載した医療機関連
絡票をご持参していただき、通院をしていただくよう
お願いしています。

　医療連携を図り、訪問看護ステーションによる毎
週木曜日訪問を得て、健康チェックを行っていただ
いております。必要ように応じて、訪問看護師に情
報提供し相談しています。体調の変化を把握しなが
ら、受診時のアドバイスや受診後の報告を行ってい
ます。医療機関に同行していただくこともありまし
た。

　入退院時にはご家族様、医療機関と事業所間で
情報交換に努め、対応しています。入院時は、薬の
情報や生活の様子を伝えて、退院時には看護サマ
リーの提供もお願いしています。

　重度化指針を家族に配布するとともに、職員にも
周知を図っています。
　マニュアルを見直し職員に配布しました。

　急変時に対応するためマニュアルを整備し、職員
は普通救命講習を終了しており、緊急時の救急車
の要請や家族連絡の仕方を話し合い職員で情報を
共有しています。今年度も１名救急救命講習会を受
講しています。

殆どの利用者がかかりつけ医である。家族了解の
もと新しくかかりつけ医となった方もいる。通院介助
は事業所対応としている。普段の生活を職員は理
解しており、医師との協力関係が構築されている。
利用者が肺炎になった際も、入院することなく通院
で治癒されている。　週１回の訪問看護で体調面で
の支援を実施し、夜間はオンコールで対応可能であ
る。

現在ある看取りマニュアルを見直し、より具体的な
内容を盛り込んだものとし、職員の心や考え方の拠
り所となるものとした。法人で作成し、他事業所でも
使用し職員への配布をした。利用者家族には重度
化指針を配布している。

重度化や看取りについては、今後、利用者や家族
の思いに応えるべく、職員間での学習の機会を持つ
事や、メンタルケア等についての考えを共有する事
とし、本人、家族との話し合いを持ち、段階を経た説
明と確認をする機会を持つ事の取り組みも考えてい
くことに期待したい。
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岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

10月に総合訓練（通報、避難、消火等）を行ない、年
2回実施する事としている。他に避難訓練を年2回（5
月か6月頃と敬老会の秋口）とし、そのうち1回は夜
間想定で実施した。地域の方々などの防災協力隊
員（3名編成）の参加や役割分担もしている。備蓄も
準備をしており、震災後はカセットコンロ、電池等追
加している。

法人全体で、3月にプライバシーや個人の尊重等に
ついての研修会を実施した。資料も配布している。
個人情報の取り扱いは職員に周知しており、細かな
情報は特に慎重に扱っている。無理強いしない声掛
け、自分自身で選択して頂くこと（自己決定）や急が
せず、ゆっくりとを常に念頭に置きながら、関わりを
持っている。

朝食は、乳製品、炒めもの、納豆、とろろ等を用意
し、昼、夜は利用者と一緒に考え、好みに応じて個
別的なメニュー変更も行い、法人内の栄養士から指
導を頂きバランスのとれた食事となっている。おや
つも手作りとし、夏はゼリー、フルーチェ、冬はタコ
焼きなどをし、桜の時期には外（旧学校校庭）での
食事や、外食を楽しみにしている。

　自由に希望が話せたり、自己決定しやすい雰囲気
づくりに心掛けています。上手く表現できないご入居
者様には、職員が思いを汲み取り代弁するようにし
ていますが、一方的に決めつけるのではなくご入居
者様の意思の決定を待つように努めています。

日勤者が　「今日どうすごしたいか」とご入居者様に
聞くことにして、一人ひとりのペースに合わせ生活で
きるよう支援しています。

　床屋、美容院などなるべくご入居者様の要望をお
聞きして支援しています。衣類もコーディネイトして
おしゃれに見えるよう配慮してます。しかし、寒さな
どからご入居者様の好みとは違う機能性を重視して
お勧めすることもあります。

　気候の良いうちは毎日買い物に出かけ、バランス
に配慮しながら好みのメニューを取り入れていま
す。調理や配膳、後片付けを手伝っていただいてい
ます。特に昼食作りはご入居者様全員が台所に立
ち調理や布巾たたみなど何らかの形で関わる取り
組みを行っています。
　季節の行事には、ご入居者様全員で料理を作りま
す。また、制限食などの工夫もしております。

　総合訓練を今年２回（１回は予定）、避難訓練は２
回開催。避難路を変えるなどして避難訓練を行って
います。地元の消防団の防火点検も行われていま
す。また、救急救命法の研修会を受講しています。

　個人情報の保護に関する規程及び運用管理規程
に基づくとともに、人格を尊重し、不快な思いをさせ
ないような声がけを行うよう配慮しています。
　ご入居者様の声に耳を傾けるようにして、大きな
声や命令口調にならないように心掛け、ご入居者者
の気持ちや誇りを傷つけないよう、また、不安な気
持ちにさせないよう支援しています。
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岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

　排泄チェック表を活用して、一人ひとりの排泄パ
ターンを把握し、声がけ誘導するとともに、表情やし
ぐさから排泄のサインを読み取り誘導しています。
現在、日中はご入居者様全員がトイレで排泄されて
います。

　排泄チェック表から排便の把握し、原則薬に頼ら
ないようにして、かかりつけ医や訪問看護師に相談
しながら便秘薬の投与をしています。以前は浣腸に
依存するところがありましたが、現在は浣腸の実施
はありません。また、乳製品の飲料や野菜の摂取、
軽い運動などで自然排便ができるよう予防に心掛
けています。

利用者個々のパターンに合わせた声掛けや見守り
を行っている。リハビリパンツから綿パンツに替わっ
た方もいる。夜間のみポータブルトイレを使用してい
る方もいる（3名）。夜間の排泄支援では夜中に、わ
ざわざ起こしてまでは誘導等は行っていない。基本
的には自立の方が多い。

基本的には週3回午後からとしている。皮膚疾患の
ある方は毎日入浴し清潔保持に努めている。浴室
はゆったりとして広く、総ヒノキ造りで浴槽も大・小と
利用者の状態に応じて使い分けている。利用者の
状況によって、恐怖感から入浴できない場合は浴槽
に入ってから、徐々にお湯を入れるなど工夫するこ
とで入る事が出来る方もおり、それぞれの利用者の
心地よさへの支援をしている。

　入浴介助に関するマニュアルに基づくとともに、入
浴の曜日は決まっていますが、その時々で柔軟に
対応し、一人ひとりのタイミングで入浴できるように、
また、入浴時に声がけし、入浴したくない日は翌日
に入浴していただいたりと柔軟に対応し、急がせる
ことのないよう支援しています。

　一人ひとりにあった食事量、食事形態の工夫をし
ています。食事量、水分量の摂取を記録しており、
十分な食事ができないときは補食を勧めています。

　食事ケアに関するマニュアルに基づき、食後のう
がい、歯磨き、義歯の手入れの声がけを行いない、
できるところはご入居者様に行っていただくように
し、できないところの介助や仕上げを支援していま
す。
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岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

　薬の説明書は個人ファイルに綴り、いつでも職員
が見られるようにしています。薬が変更になった際
は連絡ノートや日誌に記入し全職員が把握するよう
にしています。通院時には、医療機関連絡票を作成
し、かかりつけ医に薬等による変化を報告していま
す。

　ご入居者様毎にできること・できないこと、やりたい
こと・やりたくないこと、得意なこと・得意でないこと、
体調を見ながら、強制にならなよう自主的に調理や
後片付け、食器拭き、タオルたたみ、洗濯物干し、
カーテン締めなどそれぞれに取り組んでいただき、
役割を担っていただいています。
　月に１回以上は行事を行って普段とは違う日にし
たり、ご入居者様毎に日課として取り組んでいるリ
ハビリや作業を行っていただいたり、卓球の得意な
ご入居者様には、入浴日に卓球の相手を職員が行
うこともしております。

年間行事の中で、季節を感じる事ができるよう外出
支援が行われている。庭（旧小学校校庭）はとても
広く桜の木があり、眺めも良く、散歩コースにはとて
も良い環境にある。遠方への外出時には、外食を楽
しみにしている。家族の協力を得ながら、外出や、
墓参り、外泊する方もいる。

　ご入居者様の希望でお花見や地域の行事など外
出しています。冬期以外は、毎日お一人ずつ買い物
に出かけたり、ご希望にそって食事や買い物に、全
員で出かけたり、数人で出かけたりパターンを変え
ながら外出支援を行っています。

　ソファーやこたつなど休みたいところで、休めるよ
うにしています。日中はレクリェーションや体操を行
い夜間の安眠を促しています。

10/11 公益財団法人いきいき岩手支援財団



岩手県　認知症対応型共同生活介護　グループホームなかがわ

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

　希望がある時は電話できるようにしています。ご家
族に話したいことがある時は面会時または職員を通
して伝えるようにしています。

　室温、湿度に配慮しながら毎日の清掃を行い清潔
を保っています。ソファー、畳、テーブルなど好きな
ところでくつろげるようにしています。テーブルやイス
もそれぞれのご入居者様に合わせ高さを変えたり、
回転するものをご利用いただいております。季節の
飾り付けをしたり、ゆず湯を行ったりなど季節色を取
り入れた行事を行ったり、手芸品を飾ったり、落ち付
ける空間づくりに努めています。冬期以外は、テラス
や校庭を歩きながらの草花を見て季節感を感じた
り、気分転換が図られるよう心掛けています。

　お金の預かりはしていませんが、ご入居者様の希
望する買い物はご家族に話し、立替えの形で利用し
ていただいています。

地域の婦人会の方々が作った作品（お人形、腕抜
きなど）を飾ったり、定期的に〔月１回〕移動図書が
来るので数冊お借りし、読書好きな方は利用されて
いる。皆さんが常に集まる居間は、居心地良く過ご
せるよう温度管理に配慮している。居間の窓は大き
く、来訪者や、子供たちが遊んでいる様子も見える
ことから、利用者、職員は、人の出入りも気に留め
て見る事ができる。

各居室の備え付けは、電動ベット、炬燵（脚が長い
テーブル仕様になるタイプ）椅子、整理たんすとなっ
ている。お孫さんの写真や、自宅で飼われている
犬、猫の写真が沢山貼られている。家族が持参した
物を出して見たり、入れたり整理しながら居室で過
ごされる時間が多くなっている事から居心地の良い
お部屋作りの取り組みをしている。

　居室前には、ご入居者様、ご家族様の了解のもと
表札をかけて自分の部屋がわかるようにしていま
す。また、手すりやトイレの表示を行い安心して生活
できりよう環境をつくっています。

　ご入居者様、ご家族様と相談し、花やぬいぐるみ、
写真、アルバムなど慣れ親しんだ物を自由に持ち込
んでいただいております。ご入居者様と相談しなが
ら居室の配置をしています。

　ソファー・畳・テーブルの配置があり、その時々で
好きな居場所を選べるように支援しています。
　居室に表札を掲げたり、トイレや浴室に表示したり
して迷わないようにし、安全に通れるよう通路を確
保するようにしています。
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